
　
　
　
香
典
返
し

編集後記
熊
本
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
実
は
、
広
報
の
主
担
当
で
は
な

か
っ
た
と
き
に
、
私
が
表
紙
写
真
と
し
て
撮

影
し
た
一
枚
が
あ
っ
た
の
で
他
の
も
の
と
合

わ
せ
て
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。
で
も
残

念
な
が
ら
何
に
も
引
っ
か
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
・
・
・
。
た
だ
、
写
真
に
つ
い
て
講
評
を

い
た
だ
き
、
カ
メ
ラ
素
人
の
私
で
は
考
え
つ

か
な
い
よ
う
な
プ
ロ
の
視
点
を
聞
け
て
と
て

も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
広
報
紙
を
担
当
す

る
よ
う
に
な
っ
て
思
い
ま
す
が
、
毎
号
ク
オ

リ
テ
ィ
の
高
い
広
報
紙
を
仕
上
げ
て
い
る
他

市
の
担
当
者
を
尊
敬
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。（
Ａ
）

▽
城
塚
町
　
　
　
　
　
　
　
　沼
田
幸
浩
　
　
　
　亡
母
　ツ
ヤ
子
　
　
　
　
　  

（
九
三
）

▽
松
山
町
　
　
　
　
　
　
　
　伊
藤
和
子
　
　
　
　亡
夫
　正
月
　
　
　
　
　
　  

（
八
八
）

▽
入
地
町
　
　
　
　
　
　
　
　光
井
ナ
ツ
ヨ
　
　
　亡
夫
　正
之
　
　
　
　
　
　  

（
八
一
）

▽
住
吉
町
　
　
　
　
　
　
　
　上
野
政
喜
　
　
　
　亡
妻
　誠
子
　
　
　
　
　
　  

（
六
六
）

▽
古
城
町
　
　
　
　
　
　
　
　橋
口
房
子
　
　
　
　亡
夫
　克
己
　
　
　
　
　
　  

（
八
九
）

▽
南
段
原
町
　
　
　
　
　
　
　松
尾
マ
ツ
ミ
　
　
　亡
夫
　一
久
　
　
　
　
　
　  

（
七
九
）

▽
住
吉
町
　
　
　
　
　
　
　
　奥
村
孝
子
　
　
　
　亡
夫
　辰
美
　
　
　
　
　
　  

（
九
一
）

▽
野
鶴
町
　
　
　
　
　
　
　
　本
田
一
子
　
　
　
　亡
夫
　護
　
　
　
　
　
　
　  

（
八
八
）

▽
松
山
町
　
　
　
　
　
　
　
　安
田
ジ
ュ
ン
子
　
　亡
夫
　一
三
　
　
　
　
　
　  

（
八
八
）

▽
松
山
町
　
　
　
　
　
　
　
　林
　康
男
　
　
　
　亡
妻
　祝
子
　
　
　
　
　
　  

（
八
三
）

▽
熊
本
市
北
区
　
　
　
　
　
　上
山
　斉
　
　
　
　亡
兄
　司
　
　
　
　
　
　
　  

（
六
八
）

▽
住
吉
町
　
　
　
　
　
　
　
　本
田
惠
美
子
　
　
　亡
夫
　辰
起
　
　
　
　
　
　  

（
八
〇
）

▽
古
保
里
町
　
　
　
　
　
　
　藤
吉
真
悟
　
　
　
　亡
妻
　み
ち
　
　
　
　
　
　  

（
四
一
）

▽
岩
古
曽
町
　
　
　
　
　
　
　満
潮
健
一
　
　
　
　亡
妻
　シ
オ
ル
　
　
　
　
　  

（
八
〇
）

▽
古
城
町
　
　
　
　
　
　
　
　山
瀬
直
子
　
　
　
　亡
夫
　茂
運
　
　
　
　
　
　  

（
八
九
）

▽
網
引
町
　
　
　
　
　
　
　
　松
本
ち
か
子
　
　
　亡
夫
　清
治
　
　
　
　
　
　  

（
八
〇
）

▽
野
鶴
町
　
　
　
　
　
　
　
　竹
下
嘉
子
　
　
　
　亡
夫
　功
　
　
　
　
　
　
　  

（
九
〇
）

▽
境
目
町
　
　
　
　
　
　
　
　端
羽
郁
子
　
　
　
　亡
夫
　正
邦
　
　
　
　
　
　  

（
七
五
）

▽
網
津
町
　
　
　
　
　
　
　
　八
百
勝
矢
　
　
　
　亡
父
　悟
　
　
　
　
　
　
　  

（
九
三
）

▽
入
地
町
　
　
　
　
　
　
　
　黒
川
　栄
　
　
　
　亡
夫
　信
孝
　
　
　
　
　
　  

（
六
八
）

▽
野
鶴
町
　
　
　
　
　
　
　
　中
山
チ
ヨ
子
　
　
　亡
夫
　輝
光
　
　
　
　
　
　  

（
九
四
）

▽
住
吉
町
　
　
　
　
　
　
　
　益
田
照
幸
　
　
　
　亡
母
　シ
ズ
エ
　
　
　
　
　  

（
九
四
）

▽
新
開
町
　
　
　
　
　
　
　
　西
村
朋
記
　
　
　
　亡
母
　辰
子
　
　
　
　
　
　  

（
七
二
）

▽
住
吉
町
　
　
　
　
　
　
　
　益
田
繁
輝
　
　
　
　亡
母
　ヤ
ス
子
　
　
　
　
　  

（
九
五
）

▽
花
園
町
　
　
　
　
　
　
　
　白
石
節
子
　
　
　
　亡
夫
　捷
憲
　
　
　
　
　
　  

（
八
七
）

▽
松
山
町
　
　
　
　
　
　
　
　草
野
哲
雄
　
　
　
　亡
母
　久
子
　
　
　
　
　
　  

（
九
八
）

元
げ ん

樹
き

だより
市長からのメッセージ

元松 茂樹

▲こちらからも
　ご覧いただけます

市長の部屋

　
江
戸
時
代
の
第
８
代
横
綱
と
し
て
知
ら
れ
る
不
知

火
諾
右
衛
門（
だ
く
え
も
ん
）の
出
身
地
、宇
土
市
栗

崎
町
。こ
の
地
に
残
る
そ
の
墓
所
一
帯
を
守
り
続
け

る
活
動
が
、１
０
年
を
超
え
る
長
き
に
わ
た
っ
て
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
の
手
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
か
つ
て
、木
々
が
鬱
蒼
と
生
い
茂
り
、人
々
が
足
を

踏
み
入
れ
る
こ
と
も
少
な
か
っ
た
こ
の
場
所
は
、今

で
は
市
が
誇
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ

て
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
背
景
に
は
、地
元
の
皆
さ

ん
が
手
を
取
り
合
っ
て
進
め
て
き
た
熱
心
な
保
全
活

動
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
が
始
ま
っ
た
の
は
11
年
前
の
２
０
１
４

年
で
す
。市
指
定
史
跡
で
あ
る
墓
所
一
帯
の
保
全
を

目
的
に
、地
元
の
方
々
が
、県
や
市
の
補
助
金
を
活
用

し
て
整
備
に
乗
り
出
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。そ

の
後
、２
０
２
０
年
に
は
定
期
的
な
活
動
を
継
続
的

な
も
の
と
す
る
た
め
保
存
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
植
栽
さ
れ
た
ツ
ツ
ジ
や
サ
ク
ラ
、見
事
に
整
っ
た

竹
林
、市
内
を
一
望
す
る
高
台
に
置
か
れ
た
ベ
ン
チ
。

墓
所
を
守
る
活
動
は
、単
な
る
史
跡
の
保
全
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。地
域
住
民
が
自
ら
の
手
で
守
り
育
て
て

き
た
こ
の
景
観
は
、歴
史
と
文
化
、そ
し
て
地
域
の
誇

り
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
取
り
組
み
そ
の
も
の
で
す
。

　
ま
た
、偉
大
な
横
綱
を
輩
出
し
た
宇
土
の
地
に
は
、

現
在
も
相
撲
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。相
撲
大
会

で
度
々
上
位
の
成
績
を
収
め
る
市
内
の
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
。
角
界
で
活
躍
す
る
市
出
身
の
現
役
力
士

た
ち
。彼
ら
の
活
躍
が
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
１
月
に
十
両
昇
進
を
決
め
た
草
野
関（
草

野
直
哉
さ
ん
、令
和
５
年
度
学
生
横
綱
、初
土
俵
は

２
０
２
４
年
５
月
場
所
）が
、新
十
両
と
し
て
挑
む
大

相
撲
３
月
場
所（
初
日
は
９
日（
日
））に
も
注
目
で
す
。

　
さ
て
、４
月
下
旬
か
ら
５
月
に
か
け
、墓
所
一
体
に

植
え
ら
れ
た
約
４
０
０
本
の
ツ
ツ
ジ
が
見
頃
を
迎
え

ま
す
。ぜ
ひ
こ
の
地
を
訪
ね
、保
存
会
の
皆
さ
ん
が
心

を
込
め
て
整
備
さ
れ
て
い
る
景
観
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
、相
撲
文
化
の
息
吹
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
？ だより

元松 茂樹

市
社
協
に
次
の
方
々
か
ら
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

社
協
へ
の
ご
寄
附
は
、確
定
申
告
な
ど
で
、所
得
税
法
と
地
方
税
法
の「
寄
附
金
控
除
」が
で
き
ま
す
。

（
※
2
月
10
日
受
付
分
ま
で
を
掲
載
）

整備された墓所一帯。墓石は階段を
上った先に。

市内を一望できる高台に置かれたベンチ
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